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本研究は、強相関電子系である擬一次元ハロゲン架橋 MX
錯体における、非局在金属価電子に基づく未踏電子相の開拓
と、それに基づく極大三次非線形光学応答・金属伝導、ヘテロ
結合の作成と界面物性、多孔性 MX 錯体の合成と化学ドーピ
ングによる電子機能開拓を目指すものである。 
固体の新しい電子相の発見は、新奇機能発現と新しい学問

分野の開拓につながる。また、電荷・格子・スピンが強く競合
する擬一次元ハロゲン架橋 MX 錯体のバンドフィリング制御
及び次元性を制御することで、これまでの二次元・三次元系
と異なる新たな物性・機能発現が期待できる。 
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